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子どもと共につくる保育 （その１） 
～「子どもベース」の保育実践と、その源となる保育者の対話や子ども理解について～ 

保育所サポートデスク ウェビナー（第 4回）  2025年 11月 22日（土） 開催 

ｻﾎﾟｰﾄﾃﾞｽｸ会員様用 

 

今年度ウェビナー第 4回は、次回（第 5回・12 月 20 日（土）開催予定）との 2回にわたり、

各地の保育・教育施設でのコンサルティング・研修や保育専門誌『保育ナビ』連載など、幅広く

活躍されている佐伯絵美氏にご登壇いただき、「子どもベース」の保育実践や、その基盤となる保

育者の対話、「ドキュメンテーション」「保育ウェブ」など近年の新たな手法を含む保育書類の作

成・活用などについて、学びを深めていただくことを目標に企画いたしました。 

ぜひ上記12月の続編ともども、ご受講いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実務者の方、経営層・リーダー層の方など、会員園の皆様には無料でご参加いただけます。 

別紙申込用紙にご記入のうえＦＡＸにて、またはメールニュースで 

配信するインターネット申し込み専用フォームよりお申し込みください。 

皆様のご参加をお待ち申し上げております。 

 

 
お申し込み用ＱＲコード 

講師：佐伯 絵美（さえき えみ）氏 
 

合同会社子どもベース 代表 

  https://kodomobase.co.jp/ 

約 20年間、保育現場で実践を重ねた後、同社を立ち上げる。 

様々な保育現場とつながりながら、各園で子どもの声・思いを 

大切にした保育の実践を共に目指す。 

 『あそびが学びとなる子ども主体の保育実践 子どもと社会』共著 学研 

 『主体としての子どもが育つ 保育内容「表現」』共著 北大路書房 

フレーベル館『保育ナビ』「子どもの姿ベースの指導計画」連載中（2025～） 

 

 時代の変容とともに求められる保育のあり方は変わり、戸惑う保育者の方も少なくありません。

今回、事例を紹介する 3園も、同じように悩み、戸惑いながら少しずつ前進されてきました。 

3 園は異なる園ですが、共通していたのは、豊かな保育に向けてプロセスを歩む際、手がかりと

なったのが、目の前の“子ども”だったことです。たった 1人の子どものことを知ろうとする意識を

持つことで、見えてくる景色や物語が変化し、次第に保育がワクワクするものへとなったのです。 

本研修は第 1回では「子どもの主体性を尊重する保育」について、複数の事例を紹介しながら考

える機会を持ちたいと思います。そして第 2 回では、そうした保育を支えるツールとして、「ドキ

ュメンテーション（写真付きの保育記録）」や「保育ウェブ（子どもの姿をベースとした指導計画）」

について具体的に学ぶプログラムを予定しています。 

是非、ご自身の保育を振り返る機会として、ご活用いただければと思います。 
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＜ 開 催 概 要 ＞ 

 

【 開 催 日 時 】 

 

2025 年 11 月 22 日（土）13：30 ～ 14：30（予定） 

 ※ZOOMでのセミナーとなりますので、開始5分前頃にはご準備ください。 
 

【 主 な 内 容 】 

（予定） 

⒈イントロダクション 

⒉子どもの主体性を尊重する保育って？ 

⒊事例を通して考える  

 事例１）子どもを 1人の人間としてみる 「０歳児の事例から」 

 事例２）たった 1 人の子どものことを知ろうとすることの重要性「“困ったちゃん”から学ぶ

（３歳児）」 

 事例３）子ども側から見ようとする意識 「バーベキューごっこからの広がり（4歳児）」 

⒋子どもの主体性を尊重する保育を支えるもの 

 ・自分らしくいられる場（空間・時間・人） 

 ・異なる「その人らしさ」を受け入れてくれる環境 

 ・子ども理解を深める記録 

 ・子どもの姿をベースとした計画観 

 ・同僚性・対話 

⒌まとめと次回に向けて 

 

【講師・事務局より補足】 

・席上で採り上げる事例は多少変更される場合もあります。 

・それぞれの事例では、「そもそもどのような子ども観でいることが大事なのか」、「保育ウェブ」

「ドキュメンテーション」を活用した丁寧な子ども理解、それを手掛かりとした保育の創造な

どについてご紹介し、そうした保育を支える工夫（取り組み）から、「子どもの主体性を尊重す

る保育を支えるもの」について、ご受講の皆様とともに考察を深めていきたいと考えています。 

・第 2回（12月 20 日（土）開催予定）では、第1回を踏まえ、「ドキュメンテーション」「保育

ウェブ」や、それらを含む計画・記録などと実際の保育とのつながりについて、掘り下げていく

予定です。 

【 講 師 】 

佐伯 絵美（さえき えみ） 氏 
合同会社子どもベース 代表 
https://kodomobase.co.jp/ 
『あそびが学びとなる子ども主体の保育実践 子どもと社会』共著 学研 

『主体としての子どもが育つ 保育内容「表現」』共著 北大路書房 

フレーベル館『保育ナビ』「子どもの姿ベースの指導計画」連載中（2025～） 

【 参 加 費 】 保育所サポートデスク会員園の方 無料 

【お申し込み】 

次頁の申込用紙にご記入のうえＦＡＸまたはメール、もしくは保育所サポートデスク

ホームページの専用フォームよりお申し込みください。 

お申し込み受付確認後、受講票及びオンラインセミナーの参加方法などをメールに

て、お送りいたします。 
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お申し込み用紙 

（ご記入いただいた情報は本セミナーの開催・運営のみに使用いたします。） 

保育所（または勤務先等）名 
（ご紹介いただいた保育所サポートデスク会員（法人名または施設名）：                 ） 

上 記 所 在 地  
〒  ‐ 

電 話 番 号  

メールアドレス 

※ID 等の発行のため、

必須となります。 （※メールアドレス【携帯不可】は鮮明にお書きください） 

ご氏名・役職等 

役職・職種等 ご氏名 

  

  

  

  

  

※ 参加希望者が 5名以上の場合は、本紙をコピーしてご使用ください。 

※ 複数名でお申し込みの法人様には、申し込み数が定員を超えた場合に限り、より多くの会員法人様にご参加いた

だくため、人数の調整をお願いする場合もございます。 

※ ZOOM を活用したオンラインでのセミナーとなりますので、当日はカメラ付きのパソコン、もしくはスマートフォン・タ

ブレットなどの必要な環境をご準備ください。 

 

 

 

 

 

インターネットからのお申し込み： 

https://childcaresupport.net/seminar/1132.html 

FAX によるお申し込み： 03-5497-8780 

お問い合わせ TEL 03-6279-0331（担当：安藤）  

 

https://childcaresupport.net/seminar/1132.html

